
住まいの再建について相談したい方

＜時期＞ 夏の住宅相談会後

住まいの再建 相談体制の強化

「もっと詳しく聞きたい」

夏の住宅相談会

現地派遣相談

＜時期＞ お盆前後に集中的に開催

住宅再建 相談受付窓口

＜実施主体＞
 石川県木造住宅協会・
 石川県建設業協会

✓住宅の建替え・修理（応急修理含む）の相談
✓ご希望に応じて、工事業者を手配

「工事業者が見つかりにくい」、「工事業者を紹介してほしい」 など

震災住宅相談
ダイヤルいしかわ

「自宅を見て欲しい」

-1-

建築士
等が対応

建築士等が対応

住宅融資相談も可

建築士
を派遣

＜受付時間＞土日祝除く

 9:00～17:00

＜受付番号＞
 0120-123-688

・応急仮設住宅については、市町からの要望戸数全てについて、原則８月中の完成を目指す
・今後は、恒久的な住まいをどう確保するかが被災者にとって最大の関心事

「修理か建て替えかで迷っている」、

「耐震改修について聞きたい」 など

建築住宅課 076(225)1777

7/26から新たに開設

※上記の実施主体は、いしかわ住宅相談・住情報ネットワーク

＜受付番号＞0120-868-616

※HPも7/26に開設予定



住宅の応急修理の促進

① 応急修理制度の完了期限の延長
完了期限：令和６年１２月３１日 ⇒ 令和７年１２月３１日
対象地域：県内１７市町（野々市市、川北町以外）

補助対象：応急修理を実施した工事業者

○「住宅の応急修理」とは、災害救助法に基づき、地震により準半壊以上の被害を受けた住宅
 に、今後も住み続けることを目的に、応急的な住宅の修理を行う制度

○工事業者が見つかりにくいなど、住宅の応急修理が進まないという課題を踏まえ、

① 応急修理制度の完了期限の延長   

② お住まいの市町以外の工事業者に対する掛かり増し経費の補助制度の創設

１年延長

対象地域：能登6市町（輪島市、珠洲市、能登町、穴水町、七尾市、志賀町）

補助対象：石川県木造住宅協会・石川県建設業協会の会員で、

応急修理を行うお住まいの市町以外の工事業者
掛かり増し経費（燃料費・人件費・
宿泊費）を県が直接支払います

② 応急修理制度に関する掛かり増し経費の補助

市町から直接支払い

7/26～
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※金沢方面から遠方となる地域



旅行会社と連携した復興応援ツアーの実施

復興応援ツアーの内容

日程： 9月～11月（26本設定、合計800人予定）

行程： 1泊2日（金沢宿泊） 旅行代金 一人39,900円
→ のと里山空港到着後、観光客を受入可能な能登の施設を巡り、小松空港から出発
※青の洞窟（珠洲市）、道の駅すずなり仮設店舗（珠洲市/能登福幸丼）、能登ワイン（穴水町）、
 コスモアイル羽咋（羽咋市）、妙成寺（羽咋市）、能登金剛遊覧船（志賀町）など

○ 今後、被災地への観光誘客が本格化することも見据え、モニターツアーとしても活用
○ 被災地・観光施設・観光客の声などを県内外に情報発信していく
○ 今回の復興応援ツアーを契機に、のと里山空港を活用した「今行ける能登」ツアー
 など、具体のツアー造成を他の旅行会社に働きかけていく

7月24日から販売開始

空港企画課 076(225)1336

阪急交通社より、被災地の早期復興に向け、復興応援ツアーを実施したいとの申し出

を受け、のと里山空港を活用したツアーを連携して実施
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旅行代金の一部を
被災地へ寄附



いしかわ動物愛護センターの愛称決定

愛  称

選考理由

薬事衛生課 076(225)1441

しっぽのかぞく
募集期間 5/14～6/13の約１カ月間
応募総数 1,141件
県内：509件（44.6％） 県外：632件（55.4％）

→応募者 白山市 40代の方

・犬や猫が感情を表す「しっぽ」を犬猫の象徴として表現し、同じ家族と
して大切にしていこうという想いが込められている点を評価。

・ひらがな表記で子どもでもわかりやすい。

グランド
オープン

７月20日（土）9:30～ イベント開催
内容：ドッグラン見学会、犬や猫への理解を深める講演会、

 センターのお仕事体験、バックヤード見学、猫とのふれあい、
ペットの食事相談、工作、クイズ、ゲーム など

※ドッグランの通常利用は７月21日（日）から（事前登録必要）

料金：小型犬エリア、中・大型犬エリア 1頭1時間300円
  専用エリア（要予約） 1時間1,000円（5頭を超える場合は1頭につき300円追加）

-4-同じ公園内にある「屋内木育施設 もりのひみつきち 」も同日オープン！是非ご来場ください。
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